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市
民
の
皆
さ
ん
の﹁
声
﹂を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

▲市役所の提言箱

＊お願い
これらの広聴制度は、
市民の皆さんの提言
を市政に反映させる
ためのものです。事実
無根の誹謗中傷、明ら
かな営利目的の内容
などはご遠慮くださ
い。

アクセス
市ホームページトップ

市民参加のまちづくり
「市民の声」をクリック

　

田
原
市
で
は
、市
政
の
情
報
を
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
お
知
ら
せ
す
る﹁
広
報
業
務
﹂だ
け
で
な
く
、広
く
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
意
見
を
伺
う﹁
広
聴
業
務
﹂を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、各
種
広
聴
制
度
を
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
き
、皆
さ
ん
の﹁
声
﹂を

市
役
所
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◉
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
き
制
度

　

市
が
、
広
く
市
民
生
活
に
影
響
す
る
よ
う
な
基
本

計
画
な
ど
を
策
定
す
る
と
き
、
そ
の
案
な
ど
を
事
前

に
公
表
し
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
制
度

で
す
。
い
た
だ
い
た
意
見
に
対
し
て
は
、「
市
の
考

え
方
」
を
公
表
し
ま
す
。
意
見
募
集
を
行
う
項
目
や

時
期
は
、
広
報
た
は
ら
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時

掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、
意
見
募
集
中
の
計
画
案
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
担
当
課
や
支
所
な
ど
で

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
意
見
募
集
を
行
っ
た
内
容
や
市

の
考
え
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

◦
田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp

◉
市
民
提
言
箱

　

市
政
へ
の
建
設
的
な
提
言
や
意
見
な
ど
を
伺
う
た

め
、
主
要
な
公
共
施
設
に
提
言
箱
と
用
紙
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
住
所
・
氏
名
が
記
載
さ
れ
た
提
言
に
対

し
て
は
、
市
の
担
当
課
か
ら
回
答
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
関
係
す
る
部
署
で
業
務
の
参

考
と
し
て
い
る
ほ
か
、
情
報
共
有
し
て
い
ま
す
。

＊
設
置
施
設　

田
原
市
役
所
・
渥
美
支
所
・
赤
羽
根
市
民
セ

ン
タ
ー
（
旧
赤
羽
根
支
所
）・
田
原
文
化
会
館
・
田
原
福

祉
セ
ン
タ
ー
・
渥
美
図
書
館
・
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド

◉
市
民
提
言
フ
ォ
ー
ム

　

目
的
は
市
民
提
言
箱
と
同
様
で
す
が
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
入
力
し
て
提
言
を
行
う
制
度
で
す
。　●お問い合わせ先

広報秘書課
☎２２局０１３８
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入力
して送信



▲自分たちで育てたゴーヤの前でニッコリ

▲約25ｍものゴーヤのエコカーテンは壮観

＊
肥
料
・
農
薬
不
使
用“
自
然
栽
培
”の
野
菜
作
り

　
「
廻め

ぐ
り
や屋
農
園
」

　

一
年
ほ
ど
前
に
、東
京
か
ら
田
原
市
へ
越
し
て
き
た

加
藤
万ば

ん
せ
い晴
さ
ん
ご
夫
婦
。田
原
に
来
て
初
め
て
農
業
の

こ
と
を
学
び
始
め
た
お
二
人
は
、三
カ
月
ほ
ど
前
か
ら

本
格
的
に
農
業
を
始
め
ま
し
た
。現
在
は
、若
見
町
で
肥

料
も
農
薬
も
使
わ
な
い「
自
然
栽
培
」で
野
菜
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

肥
料
を
使
用
し
な
い
で
栽
培
し
た
野
菜
は
、一
般
的

な
栽
培
を
さ
れ
た
野
菜
と
比
べ
て
、見
た
目
は
少
し
小

さ
め
で
は
あ
り
ま
す
が
、野
菜
本
来
の
味
が
す
る
そ
う

で
す
。太
陽
や
大
地
、雨
な
ど
の
自
然
の
力
と
、独
自
の

マ
ル
チ
シ
ー
ト
を
使
用
し
て
、地
面
の
温
度
を
保
つ
こ

と
に
よ
っ
て
自
然
に
野
菜
を
育
て
て
い
る
の
で
す
。

　

年
間
40
～
50
種
類
の
野
菜
を
栽
培
さ
れ
る
加
藤
さ
ん

ご
夫
婦
は
、今
後
も
様
々
な
野
菜
を
栽
培
し
て
い
き
た

い
と
、意
気
込
み
を
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

 

　

稲
垣
勝
代
さ
ん
宅
兼
店
舗（
保
美
町
）

　

５
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
と
い

う
ゴ
ー
ヤ
の
エ
コ
カ
ー
テ
ン
。「
真
夏
で

も
エ
ア
コ
ン
が
必
要
な
い
と
き
が
あ
る

く
ら
い
涼
し
い
で
す
よ
」と
稲
垣
さ
ん
は

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

中
部
保
育
園

　

中
部
保
育
園
で
は
、身
近
な
所
で
緑
化
に
取
り
組
む

活
動「
あ
い
ち
県
民
グ
リ
ー
ン
運
動
」に
登
録
し
、ゴ
ー
ヤ

や
ア
サ
ガ
オ
の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。５
月
19
日（
火
）

に
、園
児
た
ち
に
よ
っ
て
植
え
ら
れ
た
ゴ
ー
ヤ
の
苗
は
、

今
で
は
園
の
二
階
ま
で
成
長
し〝
涼
〟を
届
け
て
い
ま
す
。

永井和
か ず

子
こ

　

田
原
市
で
は
、夏
の
温
暖
化
防
止
策
と
し
て
、公
共
施

設
な
ど
の
緑
の
カ
ー
テ
ン
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。今

回
は
、中
部
保
育
園
と
市
民
の
方
か
ら
ご
投
稿
い
た
だ
い

た
お
宅
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▶
収
穫
さ
れ
た
野
菜

▲
畑
の
様
子

　
　 

エ
コ
で
涼
し
い
夏
を
！

ゴ
ー
ヤ
の
エ
コ
カ
ー
テ
ン

●お問い合わせ先
エコエネ推進室
☎２３局７４０１
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校区の特色

　神戸校区は、田原市の南東部に
位置し、古くからの市街地、市街化
調整区域にある農業地域、そして
区画整理事業で新しくできた地域
など、計15地区で構成されていま
す。
　コンパクトな都市機能と、豊か
な自然が混在するバラエティに富
んだ校区で、太平洋岸沿いの地域
は、古くから農業を中心として栄
え、国道２５９号周辺の地域は、商
業地や住宅地として発展していま
す。
　「みんなが参加　みんなで学び・
創る活力ある神戸校区」を将来像
に、校区住民が一緒になってまち
づくりを進めています。

竹炭づくり

　神戸大池のほとりに炭焼窯を構
え、平成20年度から竹炭づくりに
取り組んでいます。校区内の里山

保全のために竹林の間伐を行い、
その竹を材料として活用すること
で、環境の整備と、校区住民のコミ
ュニケーションを図る機会となっ
ています。

盆踊りのつどい

　長年行っていなかった「盆踊り」
を、校区の誰もが参加できる楽し
いイベントとして、平成19年度か
ら復活させました。以前は、青年団
が中心となっていましたが、現在
は校区が中心となって開催し、子
どもから大人まで、皆さんに楽し
んでもらえるイベントとして親し
まれています。

みんなでつくる公園

　神戸・大草・六連・田原東部の４
校区で構成する「田原市東部太平
洋岸総合整備促進協議会」が、平成
10年３月に策定した地域活性化の
基本計画に基づき、谷ノ口地区の
太平洋岸において、森林レクリエ
ーション公園の整備が進んでいま
す。公園の計画は、地元住民と市が
会議を重ね、話し合いながらつく
りました。
　この公園には、都市と農村との
交流拠点となるような施設を予定
しており、現在は、地元自治会や有
志による環境整備が進められ、地
域の活性化にむけて大いに期待を
集めています。

●

校
区
自
己
紹
介
⑬

基 礎 デ ー タ

【人口】 6,760人（H21.6.30現在）

【世帯】 2,293世帯（H21.6.30現在）

【面積】 約1,062ha
【公共施設】 神戸保育園・漆田保育園・神戸小学

校・東部中学校・道の駅田原めっくんはうす
【主な産業】 農業・商業

●盆踊りのつどい

●炭出し作業

●公園計画図（案）

●公園予定地から太平洋を望む

●神戸市民館

平成 21年８月15日   　  　　　　　　　　│ 4 │

神
戸



13

健康教育の取り組み

▲

親子で元気アップ作戦について会議中

▲

健康について全校に呼びかける看板

▲

「ぼくの元気アップ作戦」を発表
▲

「福中健康ウィーク｣の取り組みを確認する生徒

　　若戸っ子 元気アップ大作戦！（若戸小学校）

　６月23日（火）に、若戸小学校の全校児童と保護者が
参加して、学校保健委員会を行いました。
　「あいち健康プラザ」から大谷奈美先生を講師にお
迎えし、「健康作りをはじめよう～夢をかなえる健康
生活～」と題した講演会を開きました。大谷先生は「夢
をかなえるための元気な体づくりには〝しっかり食
べ、よく体を動かし、よく眠る〟ことが大切です」と、若
戸小学校の生活リズムのデータを使い、わかりやすく
話されました。その後、親子で事前に行った生活リズ
ム記録カードをもとに「わが家の元気アップ作戦」を
考えました。参加した保護者からは、「子どもの生活習
慣を改善し、元気な若戸っ子になれるよう家族でがん
ばりたいです」などの感想が寄せられ、家族ぐるみの
取り組みが期待されます。
　いよいよ『若戸っ子　元気アップ大作戦！』のスタ
ートです。

福中健康ウィーク！（福江中学校）

　福江中学校では、昨年度から「福中健康ウィーク」を
設定し、月１回の１週間、自分の生活習慣を振り返る活
動をしています。
　生徒たちは、『朝食、栄養、睡眠、運動、１日の気分』に
ついて自分の生活を振り返ります。健康的な生活習慣
の大切さは分かっていても、「やることがたくさんあっ
て、寝るのが遅くなる」「ぎりぎりまで寝ていて朝ご飯
が食べられない」などの生活が続いてしまう生徒もい
ます。福中健康ウィークの１週間は自分の生活を意識
するよい機会になっているようです。
　１週間を振り返ったコメントには「毎日、朝ご飯を食
べるようになって、朝練の動きがよくなったと思う」

「早く寝ると目覚めの気分がいい」など、健康的な生活
が体によいと実感している様子が書かれ、生徒自身も
生活の質を上げていきたいという思いを感じます。今
後もこの活動を通して、生徒一人一人が健康的な生活
習慣を身につけていくことを願っています。

　子どもの健康について、親子で考えたり、子ども自身が日々
の生活を振り返ったりすることが大切です。今回は、小学校と
中学校で取り組んでいる健康教育活動をご紹介します。 ●学校教育課２３局３６７９
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７／9
（木）

７／15
（水）

７／16
（木）

▲前列左から川口（良）くん、川口（育）くん、山本くん。後列、小林さん（中）

▲成章高校の弓道部、陸上部、美術部の皆さん

　全国高校総体（インターハイ）の女子
１５００メートルおよび女子３０００

メートルに出場する豊川工業高校の小林愛
あ い み

実さ
ん（２年）が市役所を訪れ、菰田信幸副市長らに
出場の報告をしました。

　全日本卓球選手権大会に出場する川
口良

りょうた

太くん（中山小６年）、川口育
なるちか

寛くん
（中山小４年）、山本駿

しゅんすけ

介くん（福江小２年）、全日本
社会人卓球選手権大会に出場する小林修

しゅうへい

平さん
が市長から「力を出し切って」と激励されました。 全

国
、そ
し
て
世
界
の
舞
台
へ

▲「自己新記録を狙います」と意気込みを語る小林さん（中）

　全国高校総体（インターハ
イ）に出場する成章高校の水野

春
は る か

香さん（２年・弓道女子個人）、弓道女子
団体（福井愛

ま な み

実、大場章
あ や の

乃、神谷実
み さ と

里、西山
美
み さ

沙、河合香
か な こ

名子、水野春
は る か

香）、小久保翔
しょうた

太
さん（３年・男子１１０メートルハード
ル）、柴田有

ゆ り

里さん（３年・女子８００メー
トル）が、鈴木克幸田原市長を表敬訪問
し、健闘を誓いました。また、全国高校総
合文化祭に彫刻作品を出展する浪崎唯

ゆい

さ
ん（３年）も市長に報告しました。 ▲成章高校の弓道部、陸上部、美術部の皆さん

７／16
（木）

７／17
（金）

▲「市のスポーツと文化を盛り上げて」と激励された森下さん（左）と天野さん（右）

　全国小学生陸上競技交流大会に出場
する和田瑞

み ず き

輝くん（衣笠小５年・１００
メートル走）と山本隼

しゅんぺい

平くん（伊良湖小６年・ソ
フトボール投げ）が、「３位入賞を目指します」と
健闘を誓いました。

　全国高校総体（インターハイ）の弓道
男子個人部門に出場を決めた、福江高校

の天野利
と し や

哉さん（３年）と、全国高校総合文化祭に
油彩画を出展する森下明

あ す か

日花さん（３年）が市長
に報告しました。

▲市長らから激励された和田くん（前列左）、山本くん（前列右）

▲「自己新記録を狙います」と意気込みを語る小林さん（中） ▲前列左から川口（良）くん、川口（育）くん、山本くん。後列、小林さん（中）

▲市長らから激励された和田くん（前列左）、山本くん（前列右） ▲「市のスポーツと文化を盛り上げて」と激励された森下さん（左）と天野さん（右）
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い
け
る
街
づ
く
り
を
目
的
に
、
家
庭
介
護

の
た
め
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
介
護
・
福
祉
に
関
心
が
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
一
般　

▼
開
催
日
時
・
内
容
＝

表
の
と
お
り　

▼
場
所
＝
あ
つ
み
ラ
イ
フ

ラ
ン
ド　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
定
員
＝

35
名
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

▼
申

し
込
み
＝
８
月
31
日
（
月
）
ま
で
に
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
福
祉
課

☎
23
局
３
２
１
７　

23
局
３
５
４
５　

に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）　

▼
そ

の
他
＝
託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
９
月
７

日
（
月
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
先
着
10
名
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

23
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

▼
対
象
＝
豊
橋
市
・
田
原
市
在
住
・
在
勤

の
方　

▼
日
時
＝
９
月
12
日（
土
）午
前
７

時
30
分
出
発
（
田
原
市
役
所
西
側
車
両
庫

前
集
合
）
▼
場
所
＝
設
楽
町
津
具
地
区　

▼
内
容
＝
下
草
刈
り
作
業
と
交
流
会

▼
定
員
＝
30
名
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）　

▼
参
加
料
＝
５
０
０
円
（
昼
食
代
）

▼
持
ち
物
＝
飲
物
、
軍
手　

▼
申
し
込
み

＝
９
月
７
日
（
月
）
ま
で
に
穂
の
国
森
づ

く
り
の
会
へ
電
話
に
て

▼
穂
の
国
森
づ
く
り
の
会

☎（
０
５
３
２
）55
局
５
２
７
２

▼
政
策
推
進
課

☎
23
局
３
５
０
７

　

23
局
０
６
６
９

　

９
月
10
日
（
木
）
の
午
前
９
時
か
ら
正

午
ご
ろ
ま
で
、
赤
羽
根
文
化
広
場
で
消
防

署
と
愛
知
県
防
災
航
空
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

と
の
合
同
訓
練
を
行
い
ま
す
。
訓
練
当
日

は
安
全
の
た
め
一
時
的
に
周
辺
道
路
の

通
行
制
限
を
行
い

ま
す
の
で
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、

雨
天
や
悪
天
候
の

場
合
は
中
止
し
ま

す
。

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５　

23
局
２
４
４
０

　

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
に
、
中
神
進
さ

ん
（
大
久
保
町
）
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
24
年
６
月
30

日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　

高
齢
者
や
障
害
者
が
住
み
な
れ
た
地
域

や
家
庭
に
お
い
て
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て

　

応
急
手
当
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
方　

▼
日

時
＝
９
月
18
日
（
金
） 

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
＝
30
名
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝

無
料　

▼
申
し
込
み
＝
９
月
14
日
（
月
）

ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

水
源
地
域
の
森
へ
行
こ
う
！

秋
の
森
づ
く
り
体
験　

参
加
者

家
庭
介
護
の
た
め
の
ハ
ー
ト
フ
ル

ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー　
　
　

受
講
者

愛
知
県
防
災
航
空
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

と
の
合
同
訓
練
を
行
い
ま
す

子
ど
も
の
救
急
講
座　

受
講
者

人
権
擁
護
委
員

日時 内容

1
９月９日（水）

13:30～15:45
【講義】認知症高齢者の理解と対応
講師 ▼鋤柄 智子さん（看護師）

2
10月16日（金）
13:30～15:30

【講義】寝たきりにならないために
～廃用症候群を防ぐ～
講師 ▼板部 美紀子さん（看護師）

3
11月17日（火）
13:30～15:30

【講義】高齢者の排泄の特徴と援助理解
講師 ▼飯島 佳代さん（看護師）

4
12月１日（火）

13:30～15:45
【演習】加齢にともなう尿失禁を予防するために
講師 ▼飯島 佳代さん（看護師）

■家庭介護のためのハートフルケアセミナー
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▼
種
類
＝
乙
種
全
類
・
丙
種　

▼
対
象
＝

一
般　

▼
試
験
日
＝
10
月
11
日
（
日
）　

▼
場
所
＝
名
古
屋
市
内　

▼
申
し
込
み
＝

９
月
７
日
（
月
）
か
ら
16
日
（
水
）
ま
で

に
消
防
課
ま
た
は
消
防
署
・
各
分
署
に
あ

る
受
験
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

提
出

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
消
防
課

☎
23
局
４
０
７
４　

23
局
０
１
８
０

　

９
月
１
日
（
火
）
か
ら
、
地
域
職
業
相

談
室
で
は
、
繁
忙
期
に
労
働
力
を
確
保
し

た
い
農
業
経
営
者
等
の
皆
さ
ん
の
た
め

に
、求
職
者
な
ど
に
対
し
て
短
期
就
労（
就

労
期
間
１
カ
月
以
内
）
の
情
報
提
供
を
開

始
し
ま
す
。
募
集
情
報
の
提
出
用
紙
は
、

Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
本
所
・
支
所
、
市
役
所

商
工
観
光
課
・
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
・
渥

美
支
所
に
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
繁
忙
期
に
人
手
が
足
り
な
く
て
お
困
り

の
農
業
経
営
者
等
の
方
は
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
地
域
職
業
相
談
室

☎
24
局
０
０
５
０　

23
局
２
７
６
６

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp

　

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
の
改

善
だ
け
で
な
く
、
豪
雨
な
ど
に
よ
る
浸
水

を
防
ぐ
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

愛
知
県
で
は
、
毎
年
９
月
10
日
の
「
下
水

道
の
日
」
に
あ
わ
せ
て
、
県
民
の
皆
さ
ん

に
下
水
道
の
役
割
や
、
下
水
道
整
備
の
重

要
性
に
つ
い
て
、
理
解
と
関
心
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
の「
あ
い
ち
下
水
道
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す

の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
９
月
12
日
（
土
）
午
前
10
時
～

午
後
３
時
（
雨
天
決
行
）　

▼
場
所
＝
豊

川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
豊
橋
市
新
西
浜
町
１

番
３
）　

▼
内
容
＝
下
水
道
に
関
す
る
企

画
や
、
子
ど
も
か
ら
大
人
の
方
ま
で
楽
し

め
る
多
彩
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
開
催

▼
下
水
道
課　

☎
23
局
３
５
２
５　

22
局
３
１
８
４

　　

次
の
方
々
か
ら
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
７
月
６
日
、
昴
会
様
か
ら
金
５
万
円
。

＊
ふ
る
さ
と
寄
附
金
＊

▼
６
月
23
日
、
匿
名
希
望
の
方
か
ら
金

30
万
円
。

▼
７
月
16
日
、
匿
名
希
望
の
方
か
ら
金

５
万
円
。

繁
忙
期
に
人
手
が
足
り
な
く
て

お
困
り
の
農
業
経
営
者
等
の
方
へ

第
４
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

第
19
回
あ
い
ち
下
水
道
フ
ェ
ア

▪地域総代連絡協議会が設立されました
　赤羽根地域の３校区と 7 自治会による赤羽根地域総
代連絡協議会と、渥美地域の８校区と 27 自治会によ
る渥美地域総代連絡協議会が設立されました。これは、
地域審議会の設置期間が満了したのを受けて、校区お
よび自治会の一層の連携と協調を行い、地域の課題に
ついて協議し、地域活動を行っていこうというもので
す。
　４月 23 日（木）に開かれた赤羽根地域総代連絡協議
会において、会長に渡会清継氏（若戸校区総代）、副会
長に大武義受氏（赤羽根校区総代）が選任されました。
また、６月 23 日（火）に開かれた渥美地域総代連絡協
議会において、会長に荒木惇一郎氏（中山校区総代）、
副会長に山本達夫氏（亀山校区総代）、山内健一氏（江
比間自治会長）、渡会繁雄氏（福江自治会長）、小久保
将啓氏（堀切自治会長）の４名が選任されました。

■問い合わせ先　
赤羽根地域総代連絡協議会

▼赤羽根市民センター（旧赤羽根支所）
☎ 45 局 3111　 45 局 3115 
渥美地域総代連絡協議会

▼渥美支所地域課
☎ 33 局 1118　 32 局 2506

　
　
衆
議
院
議
員
総
選
挙

　

８
月
30
日（
日
）は
、
衆
議
院
議
員
総

選
挙
の
投
票
日
で
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い

あ
わ
せ
の
う
え
、投
票
に
出
か
け
ま
し
ょ

う
。
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど

で
都
合
の
悪
い
方
は
、
期
日
前
投
票
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
の
暮
ら
し

を
豊
か
に
す
る
た

め
に
、
あ
な
た
の

大
切
な
一
票
を
生

か
し
ま
し
ょ
う
。

▼
選
挙
管
理
委
員
会
☎
23
局
３
５
０
６
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◉
進
む
エ
コ
社
会
③

　 

❖
ソ
ー
ラ
ー
ル
ー
フ
に
こ
に
こ
プ
ラ
ン

　　

田
原
市
で
は
、日
射
量
が
全
国
平
均
を

約
２
割
上
回
る
日
照
条
件
を
生
か
し
て
、

２
０
１
０
年
度
の
設
備
容
量
３
３
０
０
kW

を
目
標
に
、市
民
や
事
業
者
、公
共
施
設
な

ど
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

特
に
住
宅
用
太
陽
光
発
電
施
設
は
、市

内
持
家
世
帯
の
約
４
・
６
％
が
設
置
し
、国

内
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
設
置
率
で
す
。

▪
太
陽
光
発
電
の
特
徴

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
太
陽
光
の
た
め
、ど

れ
だ
け
使
用
し
て
も
な
く
な
ら
ず
、無
償

で
す
。し
か
も
電
気
を
作
る
と
き
に
、窒
素

酸
化
物
や
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
有
害
物
質

を
出
し
ま
せ
ん
。ま
た
、

災
害
な
ど
で
電
気
の
供

給
が
止
ま
っ
た
場
合
に

は
、一
定
の
電
気
を
自
給

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数
個

人
４
２
１
人
・
事
業
所
18
か
所（
７
月
末
現
在
）

▪
太
陽
光
発
電
施
設
設
置
補
助
金

　

太
陽
光
発
電
導
入
量
の
飛
躍
的
な
拡
大

の
た
め
に
、国
に
お
い
て
も
一
般
住
宅
へ

の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
を
支
援
し

て
い
ま
す
。条
件
が
合
え
ば
、田
原
市
の
補

助
制
度
と
併
せ
て
補
助
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▪
田
原
市
の
補
助
制
度

◦
補
助
額
８
万
円
／
kW（
た
だ
し
施
設
設

置
費
の
１
／
３
以
内
）、上
限
４
kW

　

※
申
請
は
工
事
着
手
の
２
週
間
程
度
前

▪
国
の
補
助
制
度

◦
補
助
額=

７
万
円
／
kW
、上
限
10 

kW

◦
条
件=

設
置
価
格
70
万
円（
税
抜
き
）／
kW

以
下
の
も
の

　

※
国
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、太
陽

光
発
電
普
及
拡
大
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

◉
太
陽
光
発
電
普
及
拡
大
セ
ン
タ
ー　

　

☎（
０
４
３
）２
３
９
局
６
２
０
０

　

※
受
付
時
間
／
午
前 

９
時
～
午
後
５
時
30
分

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

　

ekoene@
city.tahara.aichi.jp

＊
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
ティ
構
想

40

ゴミゴミンと
リサイクル
レンジャー

皆
さ
ん
は
、
Re
duce　

Reu
s
e　

Recy
c
le

に
つ
い
て
ご
存
じ
で
す
か
？　

今
回
は
、
改
め
て
「
３
Ｒ
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

Re
d
u
c
e

〜
ご
み
を
減
ら
す
〜

▼
清
掃
管
理
課

　

23
局
３
５
３
８

　

23
局
０
１
８
０

３
つ
の
Ｒ
に
つ
い
て

〝
で
き
る
こ
と
〞か
ら

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
を
出
す
日
に
、ご
み
の
量
が
多
い
と

感
じ
ま
せ
ん
か
？
な
ぜ
、こ
ん
な
に
ご
み
が

出
る
の
か
、ど
う
す
れ
ば
減
ら
せ
る
の
か
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

＊
ゴ
ミ
を
減
ら
す
ポ
イ
ン
ト

　

●
必
要
の
無
い
も
の
は
、買
わ
な
い
、も

　
　

ら
わ
な
い
。

　

●
買
物
の
と
き
、エ
コ
バ
ッ
ク
を
持
参
す

　
　

る
。

　

●
使
い
捨
て
商
品
の
使
用
を
控
え
る
。

　

ま
だ
使
え
る
も
の
な
の
に
、捨
て
て
は
い

ま
せ
ん
か
？
ご
み
だ
と
思
っ
て
も
、気
持
ち

次
第
で
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

＊
繰
り
返
し
使
う
ポ
イ
ン
ト

　

●
詰
め
替
え
商
品
を
使
う
。

　

●
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
や
フ
リ
ー
マ
ー

　
　

ケ
ッ
ト
を
活
用
す
る
。

　

●
故
障
し
た
も
の
は
、修
理
し
て
使
う
。

リ
デ
ュ
ー
ス

リ
デ
ュ
ー
ス

Re
u
s
e

〜
繰
り
返
し
使
う
〜

リ
ユ
ー
ス

リ
ユ
ー
ス

Re
c
y
c
l
e

〜
再
資
源
化
す
る
〜

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
衣
料
品
に
、牛
乳
パ

ッ
ク
が
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
に
な
ど
、

資
源
ご
み
は
別
の
製
品
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。分
別
と
再
資
源
利
用
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
再
資
源
化
の
ポ
イ
ン
ト

　

●
資
源
に
な
る
ご
み
は
、分
別
し
て
回

　
　

収
に
出
す
。

　

●
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
で
堆
肥
を

　
　

作
る
。

　

●
エ
コ
マ
ー
ク
商
品
を
優
先
し
て
購

　
　

入
す
る
。

リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル
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51

防
災
ま
め
知
識

防
災
行
政
無
線（
同
報
無
線
）放
送

こ
ん
に
ち
は
、〝
か
ん
ち
ゃ
ん
〟で

す
。今
回
は「
広
報
た
は
ら
で
す
」

で
お
な
じ
み
の
防
災
行
政
無
線
（
同
報

無
線
）放
送
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
防
災
行
政
無
線（
同
報
無
線
）と
は
？

　

屋
外
に
設
置
し
た
ス
ピ
ー
カ
ー
（
屋

外
子
局
）な
ど
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
防
災

に
関
す
る
情
報
や
、
市
役
所
な
ど
か
ら

の
お
知
ら
せ
を
放
送
す
る
も
の
で
す
。

▪
ど
こ
か
ら
電
波
を
発
信
し
て
い
る
の
？

　

市
役
所
の
屋
上
か
ら
発
信
し
て
い
る

ほ
か
、
大
山
の
中
継
局
か
ら
も
電
波
を

発
信
し
て
い
ま
す
。

▪
放
送
音
量
の
設
定
は
？　

　

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
れ
る
音
量
の
設

定
基
準
は
、
音
が
大
き
過
ぎ
る
と
ス
ピ

ー
カ
ー
付
近
の
方
に
迷
惑
と
な
る
た

め
、
屋
外
に
い
て
放
送
が
聞
こ
え
る
程

度
に
し
て
い
ま
す
。

屋
内
に
い
る
場
合

な
ど
は
放
送
が
聞

き
取
り
に
く
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

▪
ほ
か
に
放
送
内
容
を
知
る
方
法
は
？

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
防
災
情
報
や

防
災
行
政
無
線
情
報
な
ど
を
配
信
す
る

﹁
安
心
安
全
ほ
っ
と
メ
ー
ル
﹂
の
配
信
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
防
災

行
政
無
線
放
送
を
受
信
で
き
る
﹁
防
災
ラ

ジ
オ
﹂
を
販
売
し
ま
す
。
申
し
込
み
を
９

月
30
日
（
水
）
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
安
心
安
全
ほ
っ
と
メ
ー
ル

　

次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

に
空
メ
ー
ル
を
送
信
す
る

だ
け
で
登
録
で
き
ま
す
。

•

気
象
警
報
や
地
震
情

報
な
ど
防
災
情
報

　

bousai@
city.tahara.aichi.jp

•

広
報
・
火
災
情
報
な
ど
市
内
無
線
放
送

と
同
じ
情
報

　

m
usen@

city.tahara.aichi.jp
•

児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
不
審
者
な

ど
の
防
犯
情
報

　

bouhan@
city.tahara.aichi.jp

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

▪利用方法
◉キャンプ、バーベキュー、スポーツ活動など
▪利用対象
◉田原市民　※営利目的での利用は不可
▪利用料金
◉無料（電気、水道などの使用料も無料）
◉コンロ、ワンタッチテントなどの無料レンタルあり

三
み つ は し

都橋・豊
とよくに

邦交流センター利用のご案内
姉妹都市・設楽町にある三都橋・豊邦交流センターは、豊川上下流域交流促進を目的に、平成９年３月に廃校
になった小学校を田原市が借り受けている施設です。山や川の自然に触れるなど、市民の皆さんの余暇活動
の場として利用できます。

▪申し込み
◉各交流センターの会長へ電話予約

◉利用日当日にセンターで
利用申込書を記入

※詳しくは市ホームページ
公共施設案内をご覧いただ
くかお問い合わせください。
    http://www.city.tahara.aichi.jp/

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原
市の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。

▼政策推進課☎２３局３５０７

▲三都橋交流センター ▲豊邦交流センター

予約先 電話番号
三都橋交流センター
会長　羽

は が い よ ね み

谷米三さん
（０５３６）６４局５３３４

豊邦交流センター
会長　丸

まるやままさかつ

山正勝さん
（０５３６）６４局５４９９

▲近隣の川遊びスポット
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役
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推
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書
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話
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ー
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／

koho@
city.tahara.aichi.jp

　

７
月
の
初
め
に
泉
小
学
校
を
訪
れ
ま
し

た
。
黒
松
に
囲
ま
れ
た
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
に
、
歴
史
あ
る
学ま

な

び
舎や

の
姿
を
見
ま
し

た
。
校
庭
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
の
石

碑
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
隅
に
児
童
を
長
く

見
守
っ
て
き
た
二
宮
金
次
郎
の
像
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
像
は
、
石
製
で
も
金
属
製

で
も
な
い
、
珍
し
い
セ
メ
ン
ト
製
の
も
の

で
す
。（
二
宮
金
次
郎
の
像
に
つ
い
て
は

歴
史
探
訪
ク
ラ
ブ
の
48
号
で
も
触
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。）

　

さ
て
、
セ
メ
ン
ト
製
と
い
う
と
安
っ
ぽ

い
気
が
し
ま
す
が
、
実
は
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
セ
メ
ン
ト
は
、
明
治
か
ら
昭
和

初
期
に
か
け
て
最
新
の
素
材
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
建
築
家
や
芸
術
家
な

ど
の
職
人
が
、
建
築
や
彫
刻
用
の
石
、
金

属
、
木
、
陶
器
な
ど
に
代
わ
り
、
こ
の
素

材
を
使
っ
て
新
し
い
表
現
に
挑
戦
し
て
い

っ
た
の
で
す
。
ち
な
み
に
日
本
で
最
初
に

金
次
郎
像
が
設
置
さ
れ
た
の
は
前
芝
小
学

校
（
豊
橋
市
）
の
セ
メ
ン
ト
製
の
像
で
、

大
正
13
年
（
１
９
２
４
）
の
こ
と
で
し
た
。

　

泉
小
学
校
の
金
次
郎
の
台
座
に
は
「
寄

贈　

豊
橋
市　

榊
原
才
一　

昭
和
九
年

十
一
月
三
日
建
像　

本
像
ハ
元
銅
製
ナ
リ

シ
モ
大
東
亜
戦
争
下
昭
和
十
七
年
八
月
応

召
硬
化
石
製
ヲ
以
テ
再
ビ
建
像
セ
リ
」
と

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
も
と
も
と

の
銅
像
は
、
昭
和
17

年
に
戦
争
の
軍
事
物

質
と
し
て
差
し
出
さ

れ
（
供
出
）、
そ
の

後
、
ほ
ど
な

く
硬
化
石
製

（
セ
メ
ン
ト

製
）
で
新
し

く
作
ら
れ
た

の
で
す
。
他

に
も
、
供
出
の
事
実
が
わ
か
る
金
次
郎
像

は
、
童
浦
小
学
校
（
元
は
北
部
小
学
校
の

も
の
）
に
も
あ
り
ま
し
た
。
台
座
に
は
立

派
な
金
属
プ
レ
ー
ト
が
付
け
ら
れ
、
寄
付

者
の
名
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
下
に

は
「
岡
崎
市　

鋳ち
ゅ
う
ぞ
う造　

藤
嶋
貞
造　

岡
崎

市　

塑そ
ぞ
う像　

多
和
田
泰
山
」
と
あ
り
、
昭

和
９
年
４
月
１
日
に
作
ら
れ
た
と
あ
り
ま

す
。こ
の
像
は
鋳
造
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

銅
製
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
現
在
は
石
製

で
す
。
つ
ま
り
、
も
と
も
と
の
金
次
郎
像

は
供
出
さ
れ
、
石
製
の
も
の
に
換
え
ら
れ

た
の
で
す
。
こ
の
残
さ
れ
た
プ
レ
ー
ト
に

よ
り
、
金
次
郎
像
が
供
出
さ
れ
た
事
実
が

わ
か
り
ま
す
。

　

戦
争
時
に
は
銅
像
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
ら

ゆ
る
金
属
が
供
出
さ
れ
ま
し
た
。
歴
史

戦
争
と
二
宮
金
次
郎

探
訪
ク
ラ
ブ
の
55
号
で
紹
介
し
た
寺
の

梵ぼ
ん
し
ょ
う鐘
も
そ
の
一
つ
で
す
。
人
々
の
生
活
の

道
具
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
信
仰
や
尊
敬
、

平
和
の
象
徴
で
あ
っ
た
大
切
な
も
の
ま
で

も
「
国
家
総
動
員
法
」
の
名
の
も
と
に
、

人
だ
け
で
な
く
物
質
ま
で
も
容
赦
な
く
戦

争
へ
送
り
出
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

児
童
の
ヒ
ー
ロ
ー
で
あ
っ
た
金
次
郎
像

が
運
び
出
さ
れ
る
姿
を
見
て
、
児
童
た
ち

は
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

泉
小
学
校
の
金
次
郎
像
を
見
て
、
戦
争
に

よ
っ
て
起
こ
っ
た
す
べ
て
の
悲
し
み
を
乗

り
越
え
、
戦
争
の
な
い
世
界
を
築
く
こ
と

が
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
務
め
で
あ
る
と

感
じ
た
日
で
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

▲像に取り付けられた
　プレート

▲泉小学校の金次郎像

▲像に取り付けられた
　プレート

童浦小学校の金次郎像

▲

【
表
紙
の
写
真
】サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
水
遊
び
広
場

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
の
水
遊
び

広
場
は
、“
涼
”
を
求
め
る
親

子
連
れ
で
大
に
ぎ
わ
い
。
水

深
が
浅
い
の
で
、
小
さ
な
子
で
も
安

心
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
も
魅

力
の
一
つ
で
、
初
め
て
の
水
遊
び
を
体

験
し
て
い
る
子
も
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

も
こ
の
夏
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦

し
て
、
楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん

作
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。（
Ｏ
）

※
寺
院
で
鐘
楼
に
つ
り
下
げ
、
丁
字
形
の
棒

　

で
つ
き
鳴
ら
す
鐘
。

※
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